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SummαηThe effect of c10thes同mediatedcompression on body temperature was 

examined using thermography. When the trunk was compressed with a compression width 

of 36 cm and a compression-intensity of 40 mmHg/cm2 for 30 minutes， the following results 

were obtained. 

(1) The skin temperature at the anterior and posterior aspects of the chest and neck began 
to increase from 5 minutes after compression and continued to gradually increase with time 

unti1 30 minutes. These increases continued even after decompression. 

(2) The skin temperature of the neck was higher at both anterior and posterior regions 

than that of the chest. The neck also underwent a higher degree of skin temperature 

increase by compression 

(3) The skin temperature of the lower leg showed no significant changes， but that of the 

foot gradually decreased by compression 

(4) The skin temperature of the palm increased until 15 minutes after compression， but it 

decreased at 30 minutes to the temperature level before compression. The skin temperature 

further decreased after decompression. 

(5) The temperature increased by 0.2 'c at 5 minutes after compression. At 20 minutes， it 

reached an almost steady state and increased by approximately 0.3 'c from the temperature 

level before compression. The temperature remained on the same level even 15 minutes 

after decompression. 

(6) It was found that the skin temperature increased corresponding to increases in the 

width and intensity of compression application. 



(510) 杉本弘子(他4名)

lndex Terms 

foundation， compression， skin temperature， thermography 

I.緒
宅喜子

国

した室内で行った.食後 2時間以上経過後，被験服を着

衣して椅座安静状態を 30分間保持したのち，立位姿勢に

被服を着用する目的には生理的目的と社会的目的があ てワンピースを脱衣し，特製スリップの上から庄迫帯を

る.生理的目的の一つに体温調節の補助がある 人と衣 装着した(Fig.2).圧迫帯は血圧測定用マンシエットを

服と環境の聞の熱交換に関して医学，被服領域を中心に 改良したもので(幅 36cm)，圧迫帯の上縁は剣状突起先

これまで多くの研究が行われてきているト4).特に皮膚温 端部に位置させた.装着終了後， 40 mmHg/cm'加圧し，

変化の研究は，皮膚温が温冷感や温熱生理反応を直接的 30分間立位姿勢を保持した後，圧迫帯を除去，さらに 15

に反映することから，しばしばその対象となってきた. 分間立位姿勢を保持した.皮膚温の測定は圧迫負荷直前

しかし，その研究のほとんどは熱電対やサーミスターを と，圧迫中および圧迫後は5分毎に測定した.40mmHg

用いた接触型点計測であり，サーモグラフィーを用いた /cm'(54.4 g/cmりは米国ら 1')の帯圧に関する研究で，身

研究は田村5)の報告があるにすぎない.医用領域では診 体に影響を与えないといわれている衣服圧(40g/cm') 

断にサーモグラフィーが用いられることは日常的である の許容値をやや上回る値である.

が，被服領域での利用はまれである.サーモグラフィー 被験者はダンボーノレマット 2枚の上に素足で、楽な姿勢

は皮膚表面を直接撮影する必要があるために，被服着装 で立位し，撮影距離はカメラから被験者までが常に1.2

状態で皮膚温情報を得るには難点があるためである mになるように設定した また，撮影時の被験者の姿勢

就労婦人を対象として，ガードノレ類の着用による庄迫 や身体角度が一定になるように，定位置にセットしたデ

抗生体にいかなる生理的影響をもたらすか検討したア

ンケート調査では，その着用理由に「暖かし、から」とす

るものが多数あった6，7) また，身体圧迫と自覚症状の関

連をみた実験8)でも「圧迫により暖かく感じる」という者

が多かった.これらの結果から，圧迫により皮膚温が上

昇していることが推定された.

被服の拘束がもたらす皮膚温変化に関する研究は，米

国9)の日常の着衣状態における衣服圧と皮膚温の関連に

ついての報告や，伊藤10)，大野ら11)の四肢圧迫時の末梢の

皮膚温や血液量の研究がある しかし，躯幹部圧迫時の

身体各部の熱挙動をサーモグラフィーを用いた面計測で

瞬時に捕えたものは未だ報告がない.そこで，圧迫によ

る皮膚温変化をサーモグラブィーで経時的に追究するこ

とは意義あるものと考え，以下の検討を行った.

II.実験方法

1.圧迫幅 36cm，圧迫強度40mmHg/cm'で、圧迫時の皮

膚温変化

被験者は健康な女性 3名で， 49歳の女性(被験者 X)と

22歳の学生〔被験者 Y.Z)2名であった.被験服は躯幹部

に圧迫を与えないように，最上部で軽く紐で結ぶ型のレ

ーヨン 100%の特製スリップと中肉のウーノレジャージの

長袖ワンピースを用い，ショーツの上に着衣した(Fig.

1). 

実験はエアーコンディショナーで 21~22SC に調節

Long Sl巴巴V巴
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Fig. 1. Condition of test c10thes before measur巴m巴nt
(at rest in a s巴atedposition) of skin t巴mpera目

ture 
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Fig. 2. Condition of test clothes during measurement of skin t巴mperatureand sites of skin temparature 
measur巴ment.

ィスプレイの前面に人体の外形を描いた透明フィノレムを

設定し，常時，同じ形でサーモ像が入力出来るようにし

た.これは経時的な温度変化を定量化して比較可能にす

るためである.測定部位は Fig.2に示すように，前面

(A)，後面(P)，下腿部(L)，足部(F)，手部(BHおよび

Pa)の5部位であるが，分析時にはさらにAを胸部前面

(CA， 24 cmX 12 cm)，頚部前面(NA)に， Pを胸部後面

(CP，3ucmX15cm)，頚部後面(NP)に区分して比較分

析した.測定機器は日本電気三栄製サーモトレーサ 6

T66を用いた.

2.圧迫幅，圧迫強度の違いと皮膚温

被験者は実験 lの内の 2名(X，Z)で行った.圧迫帯の

隔は 36，12， 5 cm，圧迫強度は各々 40，20， 10 mmHg 

/cm2の3種類である.12， 5 cmの圧迫幅のマンシエツ

トは圧迫幅の 1/2のラインを胴部の最も細い部位に位

置するように装若した.被験服等実験条件及び実験方法

はlの場合と同様である.

III.結 果

とき，前面の皮膚温の各温度帯域の占める割合を経時的

にみたもので，被験者 Xの結呆である. Fig. 3-aは

CA， Fig. 3-bはNA区画の変化を示している.両区画と

も多少の変化はみられるものの，総じて圧迫しない時は

ほとんど経時的変化が認められなかった.

2. 36 cm幅， 40 mmHg/cm2負荷時の皮膚温の経時変化

1)躯幹部前面の皮膚混の経時変化

Fig. 4は圧迫時の躯幹部前面〔以後，前面とする〕の皮

膚湿のサーモグラフィーを経時的にみたものである.被

験者Xの結果であるが，被験者Y，Zも類似の傾向を示

した.not pressは非圧迫時を示す.非圧迫時は 31.5'C以

上の高温を示す白色部分が頚部にわずかに認められる程

度であるが，圧迫(Pとする)5分後には頚部全域が白色

に変化し，以後， P-15， P-30，圧迫除去(Rとする)5， 

R-15分と時間の経過と共に胸部へと拡がっていく.他の

高温部の温度帯域も圧迫時間の経過とともに漸増した.

また，圧迫除去後も 31.5'C以上の高温度帯域は増加する

傾向にあった.この被験者 Xのサ}モグラフィーの各温

度帯域の変化を定量的に表したものが Fig目 5である.

1.非圧迫時躯幹部前面皮膚温の経時変化 Fig. 5-aはCA，Fig. 5-bはNA，Fig. 5-cはA区画の

Fig. 3は圧迫をしないで 30分間立位姿勢を保持した 変化を示している. CA区画では非圧迫時に認められな
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Fig. 3. Changes in distribution of thermal zones at 
the anterior region prior to application of 
pressure 

かった 31.5"Cの温度帯域が，圧迫 30分後から徐々に増

大し，除圧しても増大しつづけた.そして，非圧迫時に

僅少であった 31.O"Cの温度帯域は加庄 5分で数倍に増

大し，その後，経時的に漸増し，除庄後もその状況を維

持していた. 30.5"C以下の温度帯域は逆に，漸減してい

った. NA区画では非圧迫時から CAに比して高温の皮

膚温を示すが，圧迫により非圧迫時認められなかった

32.5"C帯域が圧迫 20分後から激増し，除圧後も増加する

傾向にあった.それに次ぐ高温の 32.0"C帯域は非圧迫時

僅少であったが，加圧 5分でおよそ 20倍近くに増加し，

さらに経時的に漸増し，除圧後も増加し続けた.他の被

験者 Y，ZもX と同様の傾向を示した. 3被験者の温度

帯域を高温，中温，低温に分けてみたとき，高温，低温

帯域がどのように変化をするか示したものが Table1 

である.非圧迫時の高温，低温帯域量を1.00としたと

き，圧迫後の A区画の各々の温度帯域量の経時変化をみ

たものである.各被験者とも高温帯域は圧迫時間の経過

とともに増加し，圧迫除去後も増加していった.しかし，

その変化には個人差がみられた.低温帯域は被験者X，

Yは減少していったが， Zは増加していった.しかし， Z

の変化は低温帯域の増加率よりも高温帯域の増加率の方

が大きかった.

2)躯幹部後国の皮膚湿の経時変化

前面でいずれの被験者も圧迫により皮膚温の上昇が認
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Fig. 5. Changes in distributions of thermal zones at 
the ant巴riorand posterior regions of the chest 
and neck during application of pressure 
(36cm，40mmHg/cm2) 

められたので，以下の実験は被験者 X，Zの躯幹部後面

〔以後，後面とする〉に対して行った.後面も圧迫により

前面とほぼ同様なサーモグラフィーの変化を示した.前

面と同様に高温，低温帯域別に変化の比率をみたものが

Tabl巴 2である.被験者 X，Zともに高温帯域は増加し，

低温帯域は減少し，前面と同様な傾向を示していた.両

被験者とも前面より後面のほうが高温帯域の増加が大き

し低温帯域の低下が小さかった.

3)下肢部〔下腿部および足部〉前面の皮膚温の経時変

化

下肢では圧迫による温度変化は躯幹部とやや異なる結

果を示した. Table 3は非圧迫時の高温，低温帯域量を

1.00としたときの下腿および足部の経時変化をみたも

のである.下腿では両被験者とも 24"C以上の高温帯域は
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Table 1. Ratios of distributions of upper and lower ther日

mal zon巴sat the anterior region aft巴rapplica 

tion of pressure (to the trunk) to those b巴for巴

application of pr巴ssur巴z.(Anterior) 

progress Subj巴ctX Subject Y Subj巴ctZ 

of time 

Cmin.) <30'C 32'Cく <30'C 32'C < く32'C 34'Cく

N.P 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 l.00 

P-5 0.73 8.80 0.47 l.58 1目53 l.65 

P-15 0.75 11.85 0.51 1.62 1.15 3.05 

P-30 0.59 2l.14 0.43 1. 76 2.29 3.16 

R-5 0.51 2l.86 0.36 2.09 2.10 3.77 

R-15 0.50 20.10 0.37 2.09 2目20 4.08 

This was experimented under the condition width 36cm， 

pressur巴 40mmHg/cm2 • N. P show before application of 

pressure， and P show during application of pressure， R show 

after removal application of pressur巴ー

Table 2. Ratios of distributions of upper and lower 

thermal zones at the posterior r巴gionafter 

application of pressure to thos巴 before

application of pressure. (posterior) 

progresE Subject X Subject Y 

of time 
Cmin.) <30'C 32'C < <30'C 32'Cく

N.P l.00 l.0 1目。。 l.00 

P-5 l.16 6.67 0.70 3l.4 

P-15 1.16 11.33 0.65 34.2 

P-30 1.62 30.50 0.57 53.6 

R-5 0.86 45.00 0.41 62.8 

R-15 0.80 60.67 0.41 73.2 

This was experimented under the condi白

tion width 36cm， pressure 40mmHg/cm2 

N. P show before application of pressure， 

and P show during application of pressure， 

R show after removal application of pres. 

sure. 

経時変化とともに増加したが，その程度は胸部，頚部に

比して少なく ，22'C以下の低温帯域はあまり変化が認め

られなかった.足部では反対に高温帯域が経時的に減少

し，低温帯域は増加する傾向にあり，皮膚温は非圧迫時

より低下していった.被験者も足部の冷えを訴えていた.

4)手掌皮膚温の経時変化

Fig.6は庄迫時の手掌(被験者Z)のサーモグラフィー

を経時的にみたものである.圧迫 15分位までは手掌の皮

膚温は上昇する傾向にあったが，庄迫 30分経過時には非
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帽 37.0
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" # 

ト…一一十…eイ
Fig. 7. Chang巴sin oral (sublinguaJ) temperatur巴

during compr巴sSlOn

圧迫時に近い状態となり，除庄 5分後には手掌は非庄迫

時よりさらに低下する傾向を示した.

5)圧迫による口腔湿の経時変化

Fig.7は庄迫による口腔温の経時変化をみたもので

ある.圧迫 1分後で口腔温はo.n余り上昇し，以後，経

時的に 20分位まで漸次上昇して，非庄迫時よりおよそ

0.3'C高くなり，それ以後は平衡状態を保っていた.除庄

後も変化せず，除圧 15分までその体温は維持されてい

た.

3.圧迫幅，圧迫強度の違いと皮膚温変化

1)圧迫幅の違いと皮膚温の経時変化

庄迫帯の幅を 36，12， 5 cmと変化させたとき，胸部皮

膚温がどのように経時変化するか検討した.幅 36cm， 40 

mmHg/cm2の圧迫により，皮膚温は前面，後面ともに圧

迫により上昇することが認められたので，前面について
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Table 3. Ratios of distributions of upper and lower thermal zon巴sat the 

lower leg and foot after application of pressure to those before 

application of pr巴ssure

progress Lower Leg Foot 

。ftime Sub. X Sub. Y Sub. X Sub. Y 
Cmin.) <240C 260C< く220C 240Cく <240C 260C< く220C 240C< 

N.P 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 
P-5 1.00 1.30 1.00 1.14 1.10 0.89 1.19 0.89 
P-15 0.95 1.30 1.00 l.21 1.14 0.75 l.45 0.78 
P-30 0.88 1.23 0.94 l.21 l.28 0.53 l. 73 0.57 
R-5 1.00 1.23 0.94 l.23 1.38 0.48 1.80 0.52 
R-15 0.93 1.22 0.94 1.17 1.38 0.46 1.94 0.25 

This was experimented under th巴conditionwid仕136cm， pressure 40mmHg/ 
cm'. N.P show before application of pressure， and P show during application 
of pressure， R show after removaI application of pr巴ssure.

(Neck Anterior) 

1.0 

~ 0.5 
M 

(Chest ，Anterioけ

E::i日冷日以ぶJh4; 5 

not press press release press release press release 

time (mln) 

Fig. 8. Changes in differences of mean skin temperatures before and after application of pr官邸ur巴 atthe 
anterior regioris of the chest and neck by the width of pr巴ssu閃 application.(40mmHg/cmり

のみ行った.

Fig.8は非圧迫時の NA，CA区画の平均皮膚温を起

点(0)とし，圧迫による皮膚温変化の経時変化の l例を

示したものである. 40 mmHg/cm'で圧迫時はいずれの

圧迫幅でも圧迫時間の経過とともに皮膚温は上昇し，圧

迫幅が 12，36 cmと広くなるほどより上昇じた.この温

度上昇は 15-20分あたりに変局点が認められる傾向に

あった.

2)圧迫強度の違いと皮膚混の経時変化

圧迫幅を 36cmとして，圧迫強度を 40，20， 10 mmHg 

/cm'と変化させたときの NA，CA区画の皮膚温の経時

変化を同様にみたものが Fig.9である. 20 mmHg/cm' 

以上の圧迫強度では圧迫時間の経過とともに皮膚温は上

昇し， 40mmHg/cm'にみられるように圧迫強度が大き

い方が上昇度が大であった.しかし， 10mmHg/cm'と小

さい圧迫強度では顕著な経時変化はみられなかった

(data not shown). 

IV.考察

被服着用の目的は二つあげられる.その第ーは生理的

目的で，寒暑に対する体温調節あるいは身体の保護であ

り，第二は社会的目的，即ち社会生活への適応あるいは

個性の発現・審美性といった機能である.被服材料及び

着装に関する熱収支の研究は第ーの目的のためになされ

るのがほとんどである.本研究の目的とする被服の庄迫

による皮膚温変化の研究も，最終的には上記第一の目的
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をいかに満たすかということである. この研究への問題

意識をもたらしたのは，ガードノレ類による庄迫が生体に

いかなる生理的影響をもたらすか検討したアンケート調

査で， I着用すると暖かいJI暖かいから着る」という意

見が多数見受けられたためで、ある. もともとガードノレ類

は圧迫により身体を整容することが目的で着用される，

いわば被服着用の第二の目的を主としているが，同時に

着用による圧迫で皮膚温上昇をもたらすとすれば，ガー

ドノレやその他の被服による圧迫は日常の被服生活のあり

かたを考える上で，極めて重要で意義あるものと考えら

れ る

そこで，躯幹部を一定の圧迫幅及び強度(幅 36cm， 40 

mmHg/cm')で圧迫したときに，身体各部の皮膚温がい

かに変化するか検討したところ，絢・頚部前面及び後面

の皮膚温は圧迫 5分後には上昇し，圧迫の期間中(30分

間〉上昇しつづけた.除圧後も皮膚温の上昇は続いた躯

幹部前面，後面とも，胸部より頚部の方が皮膚温の上昇

度は高かった.下肢は躯幹部とは異なった傾向を示し，

下腿は圧迫 25分項までは非圧迫時よりやや上昇か或い

はほとんど変化がみられなかったが， 30分頃から低下し

はじめ，除圧後も低下した.足昔日の皮膚温は圧迫直後か

ら低下しはじめ，特に高温帯域の低下が顕著であった.

次に，圧迫幅，圧迫強度を種々変化させて胸・頚部前

面の皮膚温を検討したところ，いずれの圧迫幅，圧迫強

度でも皮膚温は上昇する傾向にあったが，特に圧迫幅が

広く (36，12 cm)，圧迫強度が大きい(40，20mmHg/cm') 

場合は温度上昇度が高い傾向が認められた.

これまでの圧迫による皮膚温変化に関連する研究では，

久野叫の圧迫部の対側が発汗するという報告があり，高

木14，15)はそれを皮膚圧迫半側発汗反射と名づけた.河

合1叫士側胸部片側あるいは両側を圧迫したときの鼻甲介

温度を測定し，側胸部片側圧迫時は圧迫と同側の甲介温

が上昇し，対側は下降する.また，両側圧迫時は左右と

も直ちに下降するが 10-15分で元に戻ってくるとし，皮

膚圧迫半側発汗反射の挙動と異なることを報告している.

また，圧迫の強さが強いときには除圧後も温度上昇の効

果は持続するとし，発汗反射における除圧と同時に発汗

が減少する傾向とは異なるとした.伊藤10)は前腕あるい

は下腿圧迫時の圧迫部より先端の皮膚温を測定したとき，

圧迫側と同側の皮膚温は下降し，対側の皮膚温は上昇す

ると報告している.

このように皮膚圧迫と発汗あるいは皮膚温の関係につ

いては他にもいくつかの研究山8)があるが，いずれも熱

電対等を用いた皮膚接触型による点計測である.これは

受感部を皮膚に直接接触して計測するため誤差をまぬが

れ得ず，センサーの数も有限であることから，広領域の
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温度情報を瞬時に得ることは困難であった. 腔湿の変化からも推察出来る.圧迫時の口腔温は圧迫 1

近年，温度情報を二次元の面として捕えるサーモグラ 分後には 0.2'C余り上昇し，圧迫 20分で非圧迫時より

フィーが，病気の診断等に用いられている19-21). 被服は 0.3'C余り上昇して平衡状態に達し，除圧後も維持してい

体温調節としての機能が大きいことは前述したが，サー た.しかし，今回の実験ではそれほどの温熱性刺激を与

モグラフィーが被服の熱収支の研究に応用出来れば熱研 える被験服の状態で、はなかったことから，圧迫帯の被覆

究の進展は目覚ましいものと考えられる.しかし，サー により温熱性刺激によるというよりは，圧迫そのものに

モ像は表面の熱像しかとらえることが出来ないため，着 よるものではないかと考えられる.皮膚の真皮膚にある

装時の身体の皮膚温変化をとらえることは困難である. 感覚受容器の 1つであるノレフィニ小体は温覚と関係があ

それゆえ，被服分野へのサーモグラフィーの応用は 2， るといわれてきたが，最近では機械的刺激受容器である

32，4，5)の例がみられるに過ぎず，それらは被服による圧 ともいわれ，未だ定説はない22) 著者らは圧迫刺激がこの

迫を対象としたものではない. ノレフィニ小体を介して，間脳の視床下部にある体温調節

前述のように，圧迫による皮膚温や鼻甲介温，発汗の 中枢に作用し，その結果徐々に皮膚温が上昇し，いわゆ

変化は，圧迫の部位の違いにより異なる挙動を示す場合 る温熱性刺激に類するような上昇傾向を示したものでは

と，圧迫部位が異なっても共通の挙動を示す場合があっ ないかと考える.

た.本実験では，躯幹部の比較的広い領域を，いわば両 手掌の皮膚温は一般に温熱性発汗はしないといわれて

側圧迫ともいえる巻寿司状に圧迫したものであるが，圧 いる.本実験では手掌の皮膚温は圧迫によりただちに上

迫により乳頭位上部の前面及び後面の皮膚温は直ちに上 昇したが，圧迫 30分時には非圧迫時と同様な状態となっ

昇した その上昇のプロセスはサーモ像で、明確にとらえ た.除圧 5分後では手掌の皮膚混は非圧迫時より低下し

られたが，部位により皮膚温度帯域の占有率は異なった. ていた. このような手掌の皮膚温の変化は圧迫当初は精

即ち，前面，後面の皮膚混を頚部と胸部に分けてみたと 神的刺激による皮膚温上昇であり， 20分経過頃より温熱

き，前後面とも非圧迫，圧迫時とも頚部の方が胸部より 性刺激に類するもの〔圧迫刺激〕に切り替わるという考え

皮膚温が高温状態にあった.そして圧迫による経時変化 を裏ずけるものと思われる.

も頚部の方が胸部より高温度帯域が増大し，平均皮膚温 躯幹部前面，後面の皮膚温は除圧後さらに上昇しつづ

の上昇が大きかった けた.除圧後の温度上昇は圧迫時間の 1/2にあたる除庄

皮膚温の上昇は温熱性刺激による場合と精神的刺激に 15分までは発現したが，それ以上の測定は行っていない

よる場合があるといわれている.温熱性刺激は環境温度 のな除圧後何分まで続くのか定かではない今後，こ

を含め，局所温度が皮膚温あるいは体温を越える温度刺 の点について検討する必要があると思われる.

激があって発現するものと思われる.本実験の場合はそ この除圧後の皮膚温上昇について， Gollerら剖は前腕

のような温度条件ではなかったこと，また杉本ら8)が報 を局部圧迫したのち除圧すると，前腕の皮膚温は上昇し，

告した圧迫と自覚症状の発現についての実験において 1-3分でピークに達しp その後漸減していくが，それ

庄迫部位の皮膚温をサーミスタで測定したが皮膚温は逆 は反動的充血現象のためであると報告している. Maー

に低下していたことなどから，この温度上昇は被覆によ hantyら24，25)も100-300mmHg/cm2の圧で、局部を圧迫

るものではなく，圧迫による皮膚温上昇ではないかと考 したのち除圧すると，反動的充血効果により圧迫部の皮

える. 膚温は上昇し， 3 -5分の聞にピークに達するとしてい

久野1川主温熱性刺激による場合は刺激を受けてから皮 る.いずれの報告とも上昇ピークに達する時聞は圧迫時

膚温が上昇するまでに 10-20分の潜伏期があり，温度上 聞が長いほど遅く，圧迫強度が強いほど温度上昇は大き

昇は漸進的であるが，精神的刺激による場合は，刺激直 くなるとしている.著者らの徐圧後の温度変化は彼等の

後即座に反応し皮膚温が上昇する.ただしその持続時間 報告に比べ，除圧後の上昇持続時聞が長いが，この機序

は刺激が加えられている間だけで，刺激除去後直ちに元 については明らかではない.

に戻ると報告している.このことから考えると，今回の 下肢の皮膚温は下腿部はやや上昇し，足部は低下した.

圧迫による温度上昇は精神的刺激といわゆる温熱性刺激 これは圧迫による血行の障害および被験服に対する環境

に類するものの両方を受けていると考えられる.圧迫初 温度の低さのいずれかで下降したものと考えられる.庄

期には精神的な興奮が直接大脳皮質に
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の課題である.
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虫、っTこ.

3)下腿部の皮膚温は余り変化しなかったが，足部は漸次

低下していった.

4)手掌の皮膚温は圧迫 15-20分をピーク に下降しはじ

め， 30分では非圧迫時とほぼ同様の値となり，除圧後は

さらに低下した.

5)口腔温は圧迫5分後で， 0.2上昇し， 20分後にほぼ定

常状態となり，非圧迫持よりおよそ 0.3'C上昇した.除圧

15分後もその温度は維持されていた.

6)圧迫幅，圧迫強度を変化させた時，圧迫幅が広くて，

圧迫強度が強いほど皮膚温の上昇は顕著で、あった.

14)高木健太郎・日生誌. 11: 137 -141， 1949. 

15)高木健太郎 生体の調節機能.中公新書，東京，

p 28， 1979. 

16)河合仁，日生誌. 16: 647-655， 1954. 

17)楼井達男:日生誌. 12: 44-48， 1949. 

18)小野憲名古屋医学82:1 -12， 1960. 

19) Henahan， J. : ]. A. M. A. (日本語版)2・144-147，

1983. 

20)百名祐介:Bio-Med. Thermology6: 178-183， 

1986. 

21)鎮西慣雄:日医新報. 3441: 37-40， 1990. 

22)大村裕，大山浩，富田忠雄，小野武年:概説生

理学(下巻).南江堂，東京， p 88， 1982. 

23) Golier， H.， Lewis， D. W.， McLaughliu， R. E. and 

Verhonick， P. J. : Med. Res目 Engineering12: 6 

-9， 1976. 

24) Mahanty， S. D.， Roemer， R. B. and Meisel， H. : 

Arch. Phys. Med. Rehabil. 60: 584-590， 1979. 

25) Mahanty， S. D.， Roemer， R. B. and Meisel， H. : 

Arch. Phys. Med. Rehabil. 62: 608-611， 1981. 


